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 前出の 20 代・女性も、染めても染めなくても「自分は自分」だと語り、現在髪を染めて
いることを過剰に意味づけない。そのうえ、髪を染めていることについて「聞かれるのが
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面倒くさかった」と度々報告したように、彼女は日常生活においては沈黙を選んでいる。
また、外国人のフリをして無知な人びとをからかったり、「あたし、クォーターやからー」
と嘘を教えてあしらうなど、面倒な説明責任を一時的に放棄する当事者も多い。これもま
た、アルビノへの理解の促進のために「真正面」から説明するのとはまったく異なるが、
個々の負担を軽減させると同時に、「わかりやすく教えてほしい」と聞いてくる良識派のマ
ジョリティを突き放す。 
 もうひとつ肯定／否定の政治に否応無しに巻き込まれてしまうのが、結婚や生殖、ひい
ては遺伝をめぐる語りである。「辛い思い」をしていれば、自分と同じ経験をさせたくない
から「普通の子どもがいいな」という因果的ストーリーも構成しやすい。対して、「恵まれ
て育った」とくり返した 70 代・男性は、結婚を機に自発的に優生手術を受けた経験をライ
フストーリーのなかにうまく位置づけられなかった。しかし彼の語りがたさは、遺伝病者
が子どもを作る／作らないの判断をする際には葛藤があるはずだという常識に挑戦するも
のであり、あえて「面白くない話」に終始することによって政治の舞台から降りるという
戦略だったと言えるだろう。 
 以上をふまえて最後に【おわりに 沈黙と語りがたさの解釈可能性】で、本研究の成果
がもつ実践性を確認し、それを初発の問いへの答えとした。障害問題においては相対的に
分配問題の占めるウェイトが大きく、本質主義的なカテゴリー使用が戦略的な有効性をも
ちうるのに対し、教育や生産労働から完全には排除されていなかったアルビノは、権利擁
護運動を展開するための一枚岩的なアイデンティティを立ち上げる切迫した理由がなかっ
た。彼／彼女たちが語り始めた 2000 年代以降は、本質主義的なカテゴリー使用と、そこに
回収されまいとする個別化・主体化の実践とがはじめから緊張関係をはらみつつ併存して
きた。 
 本研究の初発の問い「どうすれば私は納得できるのか」は、私も含めて誰も否定せず誰
にとっても抑圧的ではないあり方を探索することだったと言い直せる。そのために本研究
は、沈黙や嘘や語りがたさを政治から離脱しより楽に生きるための戦略として積極的に評
価した。それらはアルビノへの理解・啓発という主流の運動の文脈から見れば望ましくな
い対処として評価されかねないが、一方でモデル・ストーリーを相対化するオプショナル
な戦略でもある。だとすれば、政治化過程で不可避的に招来される沈黙や語りがたさを戦
略としてとらえ直すことで、無力化もされず、かといって政治化にも向かわず、それでい
て個別性・主体性も損なわない生き方が可能になる。これは、誰もが納得できるとまでは
言わないが、少なくとも納得できない当事者を格段に減らせる知見ではないだろうか。 
